電気柵、防護柵を設置する際の補助金申請に必要なもの　R3.4.1改正
【有害鳥獣被害防止対策事業】・・必ず事業を行う前に申請してください。
★補助金交付の条件
	申請する人
	町内の農地の所有者、町内で自ら農地を耕作する者、又は耕作する予定の者であって、町税又は使用料等を滞納していない者とする。

	申請地
	①安芸太田町内の土地に設備を設置しようとする土地。
（前回の補助金申請から５年経過している場合は修繕も該当とします。）

	
	②すでに猪被害用設備をされている土地に、サル用電気柵を増設する時。

	
	③集落等広範囲で長期利用可能な整備で大型獣（クマ等）に効果のあるものを設置する場合、集落周囲の土地。

	目的
	有害鳥獣（猪・猿等）の農作物などへの被害を防ぐため。

	設置物の例
	電気牧柵、トタン、網などの防護柵、その他効果のある設備。

	補助の対象となる事業費
	補助率

	【個人】
資材費のみで１万円以上、総額３0万円以下の事業費
	5/10以内

	【隣地耕作者３人以上と共同の場合】
資材費のみで１万円以上、総額５0万円以下の事業費
	6/10以内

	【自治会（集落）単位の場合】
　資材費及び設置作業費を含み１万円以上、総額８0万円以下の事業費
	8/10以内

	◎個人及び隣地耕作者３人以上と共同で申請される場合の注意点
農地が田以外（畑など）の場合は、安芸太田町内または町外で農産物を出荷・販売していること。又はこれから出荷・販売すること。


【手続きの順序】

　　①申請後に審査を行います。

　　②役場産業観光課より補助金交付決定通知書を送ります。

　　③物品購入等作業開始してください。

　　④電気柵などの設備を設置された写真、請求書・領収書により実績報告。

　　⑤産業観光課より確認の検査を実施（写真撮影）

　　⑥補助金のお支払をいたします。

· 交付された補助金は、税法上課税対象となりますので、農業収支計算で計上してください。
　　　※申請金額と購入金額に変更が生じた場合は変更申請が必要になります。
★申請に必要な書類（印鑑が必要です。）●町の様式　○その他提出物
	
	☑
	書類名

	設置前
	
	●申請書

	
	
	●事業計画書

	
	
	●申出書

	
	
	●事業位置図（申請書を出される時に作ることができます。）

	
	
	○見積書（必要物品の金額や内容を確認するため。）
※見積もり金額と購入金額に変更が生じた場合は変更申請が必要になりますので、変更の無いように注意してください。

	
	
	【土地を借りて耕作をしている場合】

●土地（農地）使用承諾書

	
	
	【集落単位等まとめて申請をする場合】

●参加農家名簿

	設置後
	
	●事業着手届

	
	
	●事業完了届

	
	
	●実績報告書

	
	
	●請求書

	
	
	○現場写真

	
	
	○請求書の写し

	
	
	○領収書の写し

	
	
	●口座振替依頼書


　　
不明なことがありましたら、

　　　産業観光課　　℡28－1973（直通）　へお願いします。
